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エージェント AI は機能ではなく、新しい運用パラダイムです。統制のとれたアーキテクチャ、信頼
フレームワーク、ビジネスに沿ったデプロイモデルに投資する組織は、次世代のアダプティブでイン
テリジェントな企業をリードします。

エージェント AI は、自律型ソフトウェアエージェントと生成 AI の収束を表します。エージェント
の意思決定と目標指向の動作を、大規模言語モデル (LLMs。これらのエージェントは、動的なエン
タープライズ環境全体で推論、行動、適応、コラボレーションを行うことができます。この可能性を
実現するために、企業は考え方をモデルデプロイからエージェントインフラストラクチャに移行する
必要があります。

このガイドでは、エージェント AI を独立した実験からエンタープライズ規模の価値を生み出すイン
フラストラクチャに変換する組織戦略を提供します。これは、ガバナンス、スケーラビリティ、ビジ
ネスアラインメントを備えたワークフロー全体にインテリジェントエージェントを埋め込むのに役立
ちます。

主な重点領域と推奨事項
このガイドでは、エージェント AI を運用する際の以下の基本領域に焦点を当てています。各重点分
野について、組織およびビジネスの推奨事項が提供されます。

• フォーカスエリア 1: エージェントのインテントとスコープを明確にする – エージェントをビジネ
スの優先順位と認識のボトルネックに合わせます。エージェントをツールとしてだけでなく、デジ
タルチームメイトとして扱います。

• 重点領域 2: コンポジビリティとコラボレーションの設計 – モジュラーアーキテクチャ、セマン
ティックプロトコル、およびアービターエージェントによる動的委任を備えたマルチエージェント
システムを採用します。

• フォーカスエリア 3: マルチテナンシーと制御のためのアーキテクト – 共有エージェントサービ
ス、一元化されたガバナンス、ロールベースのアクセスを使用して、スケーラブルなテナント対応
インフラストラクチャを構築します。

• フォーカスエリア 4: ID、ガードレール、オブザーバビリティを通じて信頼を構築する – トレーサ
ビリティ、ランタイムコントロール、説明可能性を適用して、ステークホルダーの信頼を獲得しま
す。
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• フォーカスエリア 5: ライフサイクルを管理する – 継続的インテグレーションと継続的デプロイ 
(CI/CD) パイプライン、プロンプトバージョニング、テレメトリ、継続的再トレーニングを確立し
て、エージェント AI のパフォーマンスと効率をサポートします。

• 重点領域 6: エージェントモデルをビジネスモデルと整合させる – 使用状況ベースのモデル、内部 
ROI メトリクス、商用サービスを通じてエージェントの機能を収益化します。

このガイドの推奨事項を使用して、エージェント AI を大規模に準備できます。エージェント向け 
DevOps (AgentOps) チームの構築、相互運用可能なシステム、導入を拡大する変更管理戦略など、
組織がエージェント AI を中心に再構築する方法について説明します。Well-Architected AWS フレー
ムワークとの決定優先の考え方と整合性を強調しています。

対象者
このガイドは、エージェントシステムを設計およびスケーリングし、AI をコアビジネスワークフ
ローに組み込み、本番環境で LLMs と自律エージェントを運用しているエンタープライズアーキテク
ト、AI/ML エンジニアリングリーダー、デジタルトランスフォーメーション戦略家を対象としていま
す。このガイドの概念と推奨事項を理解するには、最新のクラウドネイティブアーキテクチャと分散
システム、大規模言語モデル、基盤モデル機能、AI ガバナンス、DevOps、プラットフォームエンジ
ニアリングの原則に精通している必要があります。

目的
このガイドの推奨事項を実装することで、組織は次のビジネス成果を達成できます。

• 人間のボトルネックと認知負荷を軽減する、目標指向の自律型エージェントによる意思決定とワー
クフロー実行の高速化。

• 再利用可能なマルチテナントエージェントプラットフォームによる、ビジネスユニット間のインテ
リジェント機能のスケーラブルでコスト効率の高いデプロイ。

• AI システムの耐障害性、信頼、ガバナンスの向上により、規制対象、ミッションクリティカル、
または顧客向け環境での確実な導入が可能になります。

このコンテンツシリーズについて
このガイドは、 でのエージェント AI に関するシリーズの一部です AWS。詳細およびこのシリーズ
の他のガイドについては、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェブサイトの 「エージェント AI 」を参照し
てください。
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エージェント AI の戦略的基盤
エージェントシステムは新しいものではありません。ロボットプロセスオートメーション (RPA) や
決定エンジンなどのソフトウェアエージェントは、数十年前から存在していました。しかし、これ
らはシンプルで決定論的であり、事前定義されたルールとシンボリックロジックに従って反復的で
変動の少ないタスクを実行するように設計されています。生成 AI の増加に伴い、ゲームは変わりま
した。大規模言語モデル (LLMs) は、複雑な入力を解釈し、レスポンスを動的に生成し、知識をすば
やく合成できるようになりました。脆弱またはハードコードされたロジックなしでエージェンシーを
スケールできるようになりました。これで、エージェントは推論を行い、意思決定を行い、ツールを
呼び出し、コンテキストに適応し、ワークフロー全体で他のエージェントと調整できます。目標に向
かって自律的に動作し、メモリを維持し、成果を反映できます。

ただし、raw 機能だけでは不十分です。統合のないインテリジェンスは、影響ではなく新規性をもた
らします。強力な LLMs から価値を引き出すには、企業は独立した実験を超えてエンジニアリングさ
れたエコシステムに移行する必要があります。エージェントは、あらゆるエンタープライズシステム
と同じ分野で動作する本番稼働用サービスとして扱う必要があります。これには、ガバナンス、オブ
ザーバビリティ、安全な ID モデル、ライフサイクル管理が含まれます。また、投機的な可能性では
なく、実際のビジネス成果をもたらす必要があります。これらのシステムは、意思決定と耐障害性の
ために明確な境界で設計する必要があります。自動復旧メカニズム、リアルタイムのパフォーマンス
モニタリング、スケーラブルなリソース管理を組み込むことが重要です。これにより、エージェント
とのやり取りの動的で非決定的な性質に対処しながら、エンタープライズワークフロー全体で一貫し
たサービスレベルを維持できます。

基本的なレベルでは、企業は運用の構造にインテリジェンスがどのように埋め込まれているかを再検
討する必要があります。エージェントは、コアシステムと統合し、エンタープライズポリシーに準拠
し、測定可能な価値を提供するように設計されている必要があります。部門、ドメイン、ユーザーコ
ンテキストを横断して大規模に運用する必要があります。エージェント AI の運用は、最終的には使
用に関するものです。分離されたタスクを実行する AI のデプロイと、ビジネスモデルを進化させる
エージェントのデプロイの違いです。

エージェント AI は、組織全体でインテリジェンスをスケールするためのシステム、プロセス、人材
へのアプローチを根本的に変える必要がある新しい運用哲学を表します。エージェントは、人間の能
力を強化する戦略的アセットになります。エージェント AI を運用に統合することで、組織はビジネ
ス価値を高め、人間の能力を強化し、複雑なワークフローを最適化するインサイトを引き出すことが
できます。
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エージェント AI の戦略的重点分野
初期のプロトタイプから本番稼働用グレードのシステムや価値を生み出すシステムに移行するには、
チームはアーキテクチャ、プロセス、製品思考をブレンドした一貫した戦略が必要です。

多くの組織は、まだツールファーストまたはモデル中心の考え方で AI にアプローチしています。生
成 AI は実験が強化されていますが、多くの場合、ビジネス戦略や測定可能な成果との明確な整合性
はありません。戦略的役割を定義しないと、エージェントはスケーラブルな価値を提供するのでは
なく、リソースを枯渇させる新しい実験になるリスクがあります。エージェント AI の戦略的役割を
確立するには、組織はビジネスの優先順位から始める必要があります。自律性が緩和できる認知過負
荷、決定のボトルネック、または断片化されたワークフローの領域を特定します。ドメイン固有の問
題ステートメントを使用して、エージェントの責任を形成します。エージェントをツールではなくデ
ジタルチームメイトとして扱います。エージェントは推論、委任、適応を行うことができます。

決定科学は、データサイエンス、分析、行動モデリングを組み合わせて意思決定を改善する分野で
す。これは、設計をビジネス成果に合わせるために、エージェントアーキテクチャプロセスの早い
段階で統合する必要があります。決定パターンを特定し、トレードオフをシミュレートし、価値へ
の影響を定量化することで、決定科学は、エージェントの自律性が最高の価値を提供できる場所を特
定するのに役立ちます。決定科学は、意思決定を加速し、エラーを減らし、リアルタイムの適応を可
能にします。このデータ情報に基づく基盤は、エージェント設計を測定可能なインサイトに基づいて
おり、ルールエンジン、分析プラットフォーム、予測モデルなどの既存のエンタープライズテクノロ
ジーと緊密に統合できます。

このセクションでは、エージェントの戦略的役割を確立するために、エージェント AI の運用のバッ
クボーンを形成する基本的な重点分野を紹介します。各 は、エージェントの構想と設計に責任を持
つ技術リーダー、アーキテクト、または製品所有者の観点からコアジョブにマッピングされます。こ
れらの重点領域はシーケンシャルステップではありません。各 は、システムライフサイクル全体で
見直して、回復力があり、スケーラブルで、収益化可能なエージェントエコシステムを育む価値があ
ります。

このセクションでは、以下の重点領域について説明します。

• フォーカスエリア 1: エージェントのインテントとスコープを明確にする

• 重点領域 2: コンポジビリティとコラボレーションの設計

• フォーカスエリア 3: マルチテナンシーと制御のためのアーキテクト

• フォーカスエリア 4: ID、ガードレール、オブザーバビリティを通じて信頼を構築する

• フォーカスエリア 5: ライフサイクルを管理する
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• 重点領域 6: エージェントモデルをビジネスモデルと整合させる

フォーカスエリア 1: エージェントのインテントとスコープを明確
にする

完了すべきジョブ: 「クールデモだけでなく、各エージェントが明確な境界で実際の問題を解決する
のに役立つ」。

エージェント AI は、能力を構築することだけではありません。これは、適切な結果を適切な方法で
解決することです。これは、エージェント AI ソリューションの意図を完全に明確にすることから始
まります。

方針

多くの場合、組織はモデルができることから始め (APIs呼び出し、質問への回答、概要の生成な
ど）、ユースケースを改良します。これにより、スコープクリープ、不十分な統合、および技術的に
は魅力的だが運用上は役に立たないエージェントが発生します。代わりに、次のような特定の質問を
通じてエージェントのロールを定義することから始めます。

• エージェントが担当する具体的な成果は何ですか?

• 誰に代わって行動していますか?

• 誰がメリットを得られますか?

• エージェントの自律性はどこで開始および終了しますか?

• 失敗するとどうなりますか?

適切な範囲のエージェントには、明確な職務、定義された責任、測定可能な成功基準があります。
エージェントをアシスタントまたはチャットボットと見なさないでください。代わりに、ジョブタイ
トルを付けます。これは、カスタマーサクセスエージェント、製品がハンドラーを返す、またはコン
プライアンスモニターと考えることができます。

利害関係者や顧客を関与させるときは、エージェント AI システムのスケーラビリティと適応性を強
調します。これらのエージェントはビジネスとともに進化し、学習とフィードバックを通じて継続的
に改善されます。抵抗を減らし、導入を加速するには、ワーカーの感情を念頭に置いてエージェント
ツールがどのように設計されているかを強調します。透明性、制御、および信頼を構築するオプショ
ンのオーバーライドメカニズムを提供します。エージェントは人間を置き換えるのではなく、人間の

目的と範囲 5
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能力と意思決定を強化し、従業員がループにとどまり、価値の高いタスクに集中できるようにしま
す。

実装を成功させるための鍵は、エージェント AI を特定の影響の大きいビジネス成果に合わせること
です。チームやパートナーに、目に見える問題点を解決する集中的なパイロットプロジェクトから始
めるよう促します。クイックウィンは、測定可能な投資収益率 (ROI) を生成し、内部賛同を構築し、
より広範な導入の勢いを生み出します。

導入と成熟を導くために、組織は進化モデルに沿ってエージェント設計をフレーム化できます。エー
ジェントの自律性、複雑さ、ビジネスへの影響は徐々に増加します。このモデルのステージは次のと
おりです。

• オブザーバーエージェントはノイズからインサイトを表面化します。例としては、デジタルチャネ
ル全体のブランド認識を追跡する市場感情エージェントがあります。

• アシスタントエージェントは人間の意思決定をサポートします。例としては、販売チームの競合
データと市場状況を合成するディールアドバイザリーエージェントがあります。

• 自律エージェントは、定義された境界内で独立して動作します。例えば、需要に基づいてクラウド
インフラストラクチャを動的に調整するリソース割り当てエージェントです。

• オーケストレーターエージェントは、マルチエージェントワークフローを調整します。例として
は、在庫、物流、予測エージェント間のインタラクションを管理するサプライチェーン最適化エー
ジェントがあります。

• イノベーターエージェントは、新しい戦略的可能性を生み出します。例としては、市場トレンドを
分析し、新しい収益ストリームを提案するビジネスモデルイノベーションエージェントがありま
す。

これらの戦略的成果と成熟度レベルを中心にエージェントをフレーミングすることで、焦点が高ま
り、導入が加速し、ステークホルダーの信頼が構築されます。

Amazon Quick など AWS のサービス、この重点分野の調整をサポートするために、 はエージェント
主導の結果にリンクされた主要業績評価指標 (KPIs) を視覚化できます。Amazon CloudWatch を使用
して、エージェントの動作、パフォーマンスメトリクス、システムの状態をほぼリアルタイムでモニ
タリングできます。運用上のフィードバックを使用して、エージェントのインタラクションとリソー
スの使用を調整します。 は、初期の実験フェーズと改良フェーズでエージェントのアクティビティ
と統合パターンを可視化AWS CloudTrailできます。

方針 6
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インテントとスコープを定義するビジネス価値

エージェント AI の導入は、組織がデジタルトランスフォーメーションとオペレーショナルエクセレ
ンスにどのようにアプローチするかにおける重要な変化を表しています。これは自動化に関するもの
ではありません。これは、意思決定と価値の実現を加速するインテリジェントな自律性を可能にする
ことです。

主要なビジネス推進要因は次のとおりです。

• 競争上の利点 – 早期導入者は、より迅速なインサイト、より良いサービス、適応型オペレーショ
ンを通じて戦略的利点を得ることができます。

• カスタマーエクスペリエンスの強化 – エージェントは、満足度とロイヤルティを高める、パーソ
ナライズされた常時稼働のリアルタイムサポートを提供します。

• 運用効率 – エージェント AI は、複雑で反復的な決定タスクを自動化することで、人間の認知負荷
を大幅に軽減します。これにより、スタッフが価値の高いアクティビティに集中し、コストを削減
できます。

さまざまな業界の実際のユースケースは次のとおりです。

• 金融サービス – AI エージェントは、パーソナライズされた財務アドバイスを提供し、不正を検出
できます。

• ヘルスケア – トリアージと治療計画のエージェントは、臨床スループットを向上させることがで
きます。

• 小売 – エージェントはインテリジェントなショッピングアシスタントとして機能したり、インベ
ントリをリアルタイムで最適化したりできます。

• 製造 – エージェントは、予測メンテナンスを実行したり、サプライチェーンを調整したりできま
す。

重点領域 2: コンポジビリティとコラボレーションの設計

完了すべきジョブ: 「サービスを構築するようにエージェントをモジュール化してテスト可能にし、
必要に応じて構成してオーケストレーションできるようにします」

多くの AI の取り組みは、モノリシックでモデル中心のパイロットとして始まります。これらは便利
ですが、ドメイン間でスケーリングしたり、複雑な問題に適応したりするのは困難です。これらの
エージェントが相互運用するように設計されている場合のバリューコンパウンド。テクノロジーで
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は、コンポーザビリティとは、モジュラーコンポーネントを組み合わせて、変化に適応できる柔軟で
スケーラブルなソリューションを作成する行為です。コンポーザビリティがない場合、インテリジェ
ンスは特定のワークフロー内でロックされます。さらに、エージェントのコラボレーションでは、
オーケストレーション、状態管理、プロトコルネゴシエーションの複雑さが導入され、従来のオート
メーションチームでは処理できない場合があります。

方針

マルチエージェントパラダイムを採用します。組織部門などのモデルエージェント: モジュラー、専
門、相互運用可能。モデルコンテキストプロトコル (MCP) や Agent2Agent (A2A) などの明確なイン
ターフェイス、共有コンテキスト形式、標準通信プロトコルを定義します。 Agent2Agent  スワー
ム、グラフ、階層調整などのマルチエージェントオーケストレーションパターンを採用します。こ
れらのパターンは、タスク構造と信頼レベルに応じて、エージェントが並列ワークフロー、シーケン
シャルワークフロー、またはコンセンサス駆動型ワークフローのいずれかで、相互に機能を検出し、
サービスを動的にリクエストするのに役立ちます。

スケーラブルで管理されたコラボレーションを促進するには、アービターエージェントを使用しま
す。この種のエージェントは、既知の機能とフォールバック戦略に基づいてタスクの委任を容易にす
る中立的な権限です。一元化されたコントローラーではありませんが、アービターエージェントは信
頼とコンプライアンスにおいて重要な役割を果たします。これにより、機密性の高いタスクや規制さ
れたタスクは、アイデンティティとポリシーの要件を満たすエージェントにのみルーティングされま
す。これは、ポリシーバインドワークフローのゲートキーパーとして機能します。分離を強制し、説
明可能な委任を有効にします。重要なのは、アービターエージェントはボトルネックではなく、水平
方向のpeer-to-peer方式で動作する自己調整エージェントと共存することです。これらのエージェン
トは、サブタスクを委任し、コンテキストを共有し、依存関係を直接解決します。

このハイブリッドモデルは、決定論的割り当て (アービターエージェント経由) と緊急コラボレー
ションの両方をサポートします。構造と柔軟性をブレンドします。このアーキテクチャでは、エー
ジェントを次の特殊なロールに分類できます。

• ポリシーエンサー、リソースアロケーター、リスクエバリュエーターなどの決定エージェント

• コンテキストアグリゲータ、パターンレコグナイザー、異常ディテクターなどのナレッジエージェ
ント

• タスクエグゼキュター、品質コントローラー、統合マネージャーなどの実行エージェント

効果的に調整するには、マルチエージェントシステムが状態管理、障害復旧、および競合解決のため
の堅牢なインタラクションプロトコルをサポートしている必要があります。これにより、エージェン
トが独立して動作していても、安定性と説明責任が促進されます。
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負荷ベースのエージェントのインスタンス化、コンテキスト対応リソースの割り当て、自動機能検出
と登録など、スケーリングの明確なルールを確立します。これらの測定値は、需要や複雑さに応じて
システムが動的に成長するのに役立ちます。

分散メッセージングの基板内でready-to-useモジュールとなるようにエージェントを設計します。た
とえば、サイロ化されたサービスではなくA2A または MCP で Amazon EventBridge を使用できま
す。バージョニング、CI/CD パイプライン、エージェントテンプレートを採用して、内部導入とライ
フサイクルの進化を加速しながら、システムの安定性をサポートします。コードの再利用と標準化を
奨励して、統合の摩擦を軽減し、回復力のあるエコシステムを促進します。

コラボレーションは力の乗数です。マルチエージェント環境全体でスケール、特殊化、耐障害性を解
放します。この動的なコラボレーションをサポートするために、組織はエージェントの調整のために
軽量なコントロールプレーンを設計する必要があります。このコントロールプレーンには以下が含ま
れます。

• 各エージェントができることを定義し、ピア検出用のバージョン管理されたメタデータをサポート
する機能レジストリ

• アービターエージェントまたはスーパーバイザーエージェントを使用して、コンテキスト、可用
性、ポリシーに基づいてタスクをルーティングするタスクアービトレーションロジック

• リアルタイムの決定コンテキストと安全な引き渡しを可能にするライフサイクルと状態の追跡

コントロールプレーンは、権限を一元化したり操作を遅くしたりすることなく、マルチエージェント
システムが拡張可能、ポリシー整合性、耐障害性を維持できるようにします。

ただし、マルチエージェント環境には運用上の課題もあります。エージェントとのやり取り全体でコ
ンテキストを維持し、共有状態を管理し、アクションを調整すると、複雑さとコストが増大する可能
性があります。エージェント間の通信中にトークンを消費する LLMs を使用すると、コストが増加す
る可能性があります。これらのコストは、大規模なインテリジェントな自律性がもたらす複合的なビ
ジネス上の利点と照らし合わせて検討する必要があります。

これらの課題に対処するには、次のような重要な懸念事項を抽象化するエージェントプラットフォー
ムを検討してください。

• 標準化された通信プロトコルとセマンティック形式

• 組み込みオーケストレーションロジックと動的ルーティング

• エージェント間の共有コンテキストとメモリ管理

• フォールバック処理と障害時の正常な低下
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マルチエージェント戦略を採用するチームにとって、最善のアプローチは小規模から始めて規模に
合わせて設計することです。実際の問題を解決する、ターゲットを絞った単一エージェントソリュー
ションから始めます。次に、これらのエージェントを協調システムに段階的に構成し、それぞれが共
通の目標とシステム全体のコンテキストに基づいて検出、調整、委任できます。

重要なのは、堅牢なエラー処理と正常な機能低下が主要な設計原則であることです。マルチエージェ
ントシステムは、エージェントが利用できない場合や失敗した場合に、部分的なワークフローを継続
したり、バックアップロジックを開始したりできる必要があります。これにより、剛直な結合なしで
信頼性が向上します。

AWS のサービス は、このアーキテクチャを大規模にサポートするための堅牢な機能を提供しま
す。Amazon EventBridge と EventBridge Pipes は、マルチエージェントメッセージング用の構造化
されたイベント駆動型バックボーンを提供します。モジュール動作を管理するために、 はエージェ
ントインスタンス間で安全で動的な設定の切り替えAWS AppConfigを有効にします。共有コンテキ
ストとメモリ管理をサポートするには、Amazon DynamoDB を使用して、テナント対応の軽量な状
態永続化とエージェント間の高速コンテキスト取得を実現します。Amazon Simple Storage Service 
(Amazon S3) を使用して、構造化されたプロンプト履歴、共有アーティファクト、またはエージェ
ント生成出力を保存できます。ステートフルな調整を必要とするより複雑なワークフローの場合、
AWS Step Functionsはチェックポイントとエラー復旧ロジックを使用して長時間実行されるプロセ
スをオーケストレーションできます。これらのサービスを組み合わせることで、企業の需要に合わせ
てスケールする構成可能で回復力があり、意味的に接続されたマルチエージェントシステムを作成で
きます。

マルチエージェントシステムのビジネス価値

多くの組織は単一エージェントソリューションで AI ジャーニーを開始しますが、エージェント AI の
可能性はスケーラブルなマルチエージェントシステムを通じて最大限に引き出されます。これらのシ
ステムは、複雑で分散した問題を解決し、ビジネスニーズに応じて進化する堅牢で柔軟な AI エコシ
ステムを作成する上で重要です。

マルチエージェントシステムの主なビジネス上の利点は次のとおりです。

• スケーラビリティ – タスクとワークロードを特殊なエージェントに分散して、容量とパフォーマ
ンスを向上させることができます。

• 柔軟性 – エージェントは最小限の中断で追加、置換、または変更できるため、動的な環境で俊敏
性を実現できます。

• 耐障害性 – 冗長なロールとインテリジェントなフェイルオーバーにより、個々のエージェントが
失敗してもシステムの安定性は維持されます。
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• 専門分野 – 専用のエージェントは、より高い効率と精度でタスクを実行します。

• コスト効率 – 再利用可能なエージェントコンポーネントは、開発を加速し、新機能のデプロイコ
ストを削減します。

マルチエージェントシステムは、より多くの事前計画を必要としますが、長期的な俊敏性、スピー
ド、イノベーション能力を提供します。柔軟なエージェントコラボレーションアーキテクチャに投資
する企業は、新しい AI 機能を迅速にデプロイし、需要の変化に適応し、ますますエージェント主導
の競争環境に導くことができます。

フォーカスエリア 3: マルチテナンシーと制御のためのアーキテク
ト

実行するジョブ: 「管理、説明責任、可視性を失うことなく、複数の顧客にエージェントの使用状況
をスケーリングするのに役立つ」

初期のプロトタイプは、単独で価値を証明するのに適していますが、ほとんどの企業は複数の顧客、
部門、またはワークフローを同時にサポートする必要があります。つまり、各エージェントは明確に
定義されたポリシー、データ、アイデンティティの境界内で動作する必要があります。マルチテナン
シーがないと、オペレーションは脆弱でコストがかかり、ガバナンスはパッチワークになります。

方針

Software as a Service (SaaS) アーキテクチャの原則に従います。例えば、テナントの分離、ポリ
シーの適用、リソース制御の設計などです。テナント対応のメモリ、設定、アイデンティティを使用
して、エージェントとオーケストレーションプラットフォームを設計します。境界を適用するには、
タグ付け、ロールベースのアクセスコントロール (RBAC)、ID とアクセスの管理スコープを使用しま
す。

エージェントテレメトリがテナントコンテキスト別に集約される、統一されたオブザーバビリティレ
イヤーを採用します。一元化されたポリシーエンジンと設定ベースの機能を実装して、動的な動作
ルールを適用します。

サービスとしてのエージェントのデプロイを構築します。内部チームまたは顧客がエージェント機能
をスケーラブルで管理された APIsとして消費できるようにします。 は、これらのパターンの強力な
基盤 AWS を提供します。Amazon Cognito を使用して、ユーザーとテナントの ID を管理し、AWS 
Organizationsサービスコントロールポリシー (SCPs) を使用してクロスアカウントガバナンスを行
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い、 AWS Resource Access Manager (AWS RAM) を使用して機能を安全に共有できます。さらに、
AWS AppConfigはテナントまたは環境ごとにエージェントの動作を動的に管理できます。これらの
サービスは、共有インフラストラクチャをサポートしながら境界とポリシーを適用するのに役立ちま
す。

この静的デプロイから動的プロビジョニングへの移行により、エージェント AI はエンタープライズ
全体のプラットフォームになります。

マルチテナントエージェントプラットフォームのビジネス価値

マルチテナンシーは、単なるアーキテクチャ上の利便性ではなく、ビジネスアクセラレーターです。
インテリジェントなエージェントが部門やチーム間で拡散するにつれて、組織はインフラストラク
チャを複製したりガバナンスを断片化したりすることなく、成長をサポートする必要があります。

マルチテナントシステムの主なビジネス上の利点は次のとおりです。

• スケーラビリティ – マルチテナントエージェントプラットフォームを使用すると、社内チーム、
ビジネスユニット、またはクライアントは、カスタム環境を必要とせずに AI 機能を迅速にオン
ボードできます。

• コスト効率 – 共有インフラストラクチャは、冗長なデプロイを最小限に抑え、運用コストを統合
し、環境全体のメンテナンスを簡素化します。

• ガバナンスとリスク削減 – 一元化されたポリシーコントロール、アイデンティティモデル、オブ
ザーバビリティは、エージェントがすべてのテナントでより安全かつコンプライアンスに従って運
用するのに役立ちます。

• サービスの再利用可能性 – 再利用を促進し、重複を減らすために、テナント対応エージェントを
エンリッチメント、コンプライアンス、要約などの内部サービスとして提供できます。

マルチテナントシステムのユースケースの例は次のとおりです。

• 子会社全体にデプロイされるコンプライアンスエージェントは、テナント固有の設定を通じて、そ
のロジックをローカル規制に適応させます。これにより、リージョンごとに個別のエージェントを
構築する必要がなくなります。

• 内部ワークフロー自動化エージェントは、異なるデータ境界とアクセス許可を持つ複数の部門を提
供します。分離を維持しながら、タスクのフルフィルメントを加速します。

エージェントをmulti-tenant-awareサービスとして設計することで、組織はサイロ化された AI イニシ
アチブのオーバーヘッドを回避できます。代わりに、統合インテリジェンスプラットフォームを促進
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します。このアーキテクチャにより、スケーラブルなロールアウト、運用の一貫性、ROI の向上が
可能になります。また、AI の導入を企業全体に拡大することが容易になります。

フォーカスエリア 4: ID、ガードレール、オブザーバビリティを通
じて信頼を構築する
実行するジョブ: 「特に誰も見ていないときに、エージェントが安全かつ予測可能な行動を取るとい
う自信をください。」

自律型エージェントは、従来のコントロールモデルに挑戦します。適切な管理が行われていない場
合、個別に推論して行動する能力はリスクをもたらします。明確な所有権、監査可能性、またはポリ
シーの制約がないと、意図した動作から逸脱する可能性があります。組織の信頼を構築するには、技
術的な信頼性以上のものが必要です。これには説明可能性、説明責任、一貫性が必要です。

方針

信頼できる自律性のバックボーンとして、アイデンティティファーストの管理システムを構築しま
す。各エージェントは、検証可能な ID、スコープ付きアクセス許可、追跡可能な実行履歴で動作す
る必要があります。エージェントは、テナントバインディング、コンテキストアクセス継承、ガー
ドレールとポリシーエンジンによるランタイム適用を含むゼロトラストフレームワークに埋め込む必
要があります。これにより、組織のルールとリスク体制に基づいて、エージェントのアクションを監
査、取り消し、または制限できます。

インテリジェントなガードレールを使用して、実行時に信頼の適用を埋め込みます。これには、動作
パターンまたはワークロード条件に基づくレート制御とスロットリング、自動スケーリングとともに
適用されるリソース境界、リスクを評価するための決定スコアリングが含まれます。しきい値を超え
たときにヒューhuman-in-the-loopワークフローをエンゲージするトリガーを構築します。

また、すべてのエージェントは透明で説明可能である必要があります。ログ記録、トレース、推論
の概要を通じて構造化テレメトリを埋め込み、決定ロジックを公開します。決定証跡と影響追跡を
サポートします。これにより、エージェントアクションを主要なメトリクスまたは結果に接続できま
す。予想される動作やポリシーからの逸脱を監視するドリフト検出メカニズムを実装します。

エージェントの動作とシステムパターンを継続的に監視する反射エージェントを紹介します。異常や
不整合にリアルタイムでフラグを付ける必要があります。これらのエージェントは、機能の再検証、
適応、または廃止を開始できるガバナンスフィードバックループに貢献します。

エージェントポリシーのレビュー、機能変更の承認、インシデント対応プロトコルの監督を行うガバ
ナンスボードを設置します。信頼を獲得、測定し、継続的に強化する必要があります。

信頼できる自律性 13
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AWS は、この信頼フレームワークを実装するための強力な基盤を提供します。

• AWS Identity and Access Management (IAM) は、ロールベースの実行とアクセス許可の境界を適
用します。

• Amazon CloudWatch と は、完全な可視性とトレーサビリティAWS X-Rayをサポートします。

• Amazon GuardDuty を使用して、セキュリティの異常やポリシードリフトAWS Configを検出しま
す。

これらのサービスを組み合わせることで、アイデンティティの適用、ランタイムの安全性、信頼ベー
スのガバナンスを大規模に実現できます。これらは、自律システムを強化し、信頼性を高めるのに役
立ちます。

信頼できる自律性のビジネス価値

エージェントの自律性が高まるにつれて、信頼は企業の採用、ガバナンス、運用パフォーマンスに
とって重要な推進要因になります。ID、オブザーバビリティ、ガードレールの基盤を確立すること
で、組織はガバナンスやコントロールを犠牲にすることなく、エージェント AI を機密ドメインにス
ケールできます。

主要なビジネス推進要因は次のとおりです。

• ガバナンスの保証 – 強力なアイデンティティモデル、監査証跡、アクセス許可の境界により、コ
ンプライアンスリスクを軽減し、規制の調整をサポートします。

• 運用継続性 – ランタイムガードレールと異常検出は、意図しない動作を防ぎ、エッジケース障害
からの自己回復をサポートします。

• ステークホルダーの信頼 — 意思決定の説明可能性とテレメトリは、内部ステークホルダー、リス
クマネージャー、外部監査人との信頼を構築します。

• インシデントレジリエンス – 組み込みオブザーバビリティは、問題が発生した場合の根本原因分
析と応答時間を短縮します。

ユースケースの例を以下に示します。

• 金融サービスでは、不正検出エージェントは推論を公開し、追跡可能な ID を使用してすべてのア
クションを記録し、厳密にスコープされた IAM ロールの下で運用する必要があります。

• ヘルスケアでは、自律型トリアージエージェントはランタイム安全チェックを実施し、しきい値が
満たされたら人間によるレビューにエスカレーションし、臨床監視のための完全なログを提供する
必要があります。

ビジネス価値 14
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信頼メカニズムをエージェントのライフサイクルに組み込むことで、組織はシステムが説明責任を
持って自律的に動作することを許可できます。この基盤はリスクを軽減し、エージェントが透明性と
完全性をもってビジネスに代わって行動できるようにします。

最終的に、信頼された自律性は、ユーザーとリーダーの両方に、コアオペレーション全体でインテリ
ジェントエージェントをスケールする自信を与えることで、導入を加速させます。

フォーカスエリア 5: ライフサイクルを管理する

完了すべきジョブ: 「カオスやヒロインなしで、チームが時間の経過とともにエージェントを改善で
きることを確認してください。」

コードのみで形成された従来のアプリケーションとは異なり、エージェントの動作はプロンプト、
メモリ、ツール、トレーニングコンテキストによっても形成されます。これらの要因は時間の経過と
ともに変動します。ドリフトは信頼性を低下させ、コストを増大させ、デバッグをほぼ不可能にしま
す。ライフサイクルコントロールがないと、エージェントは価値の提供を停止し、リスクの蓄積を開
始します。

方針

練習としてエージェントの DevOps (AgentOps) を確立します。エージェントに合わせた CI/CD パイ
プラインを統合します。これらのパイプラインを使用して、プロンプト出力のテスト、ツール統合の
検証、コストパフォーマンスの動作のプロファイリングを行います。プロンプト、ポリシー、モデル
インタラクションのバージョン履歴を維持します。

オブザーバビリティデータからのフィードバックループを使用して、再トレーニング、プロンプト調
整、またはエージェントの廃止を開始します。改善登録などのシステム全体のリフレクションメカニ
ズムを組み込み、学習を制度化します。

決定精度、レイテンシー、コスト、信頼性を示すパフォーマンステレメトリダッシュボードを構築
します。インフラストラクチャを使用した AWS ライフサイクル管理を合理化して高速化するため
に、チームはエージェントツールキットを使用できます。例として、Strands Agents SDK があり
ます。これは、プロンプトのバージョニング、ツール登録、および AWS CodePipeline、 AWS の
サービス、 AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)などの との CI/CD 統合のための構造化ツール
を提供しますAWS Lambda。さらに、Amazon S3 と Amazon Elastic File System (Amazon EFS) を
使用して、エージェントアーティファクトとトレーニングデータを保存します。を使用してAWS 
Step Functions、複雑な再トレーニングまたは検証ワークフローを自動化します。エージェントが 
LLM オーケストレーション以外のカスタムモデル調整または微調整ワークフローを必要とする場合

ライフサイクル管理 15
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は、Amazon SageMaker AI を使用できます。ライフサイクルの規律は、エージェントを実験から永
続的で進化し続けるアセットに変換します。

時間の経過とともに、このライフサイクルシステムはイノベーションのバックボーンを形成します。
これにより、機能の再構築、再トレーニング、再デプロイを俊敏に行うことができます。これによ
り、エージェントレイヤーは生きたシステムに変換され、フィードバックと機会の両方に応じて進化
できます。

ライフサイクル管理のビジネス価値

効果的なライフサイクル管理は、エージェントのパフォーマンスとコスト効率の主要な推進要因で
す。これにより、インテリジェントエージェントは進化するにつれて、正確で信頼性が高く、価値
に沿った結果を提供し続けることができます。エージェントはデフォルトでは価値を持ちません。ビ
ジネス要件、ワークフロー、データ環境の変化に合わせて進化する必要があります。統制のとれた 
AgentOps チームは、エージェントが正確で効率的で、時間の経過とともに企業の目標に合わせるの
に役立ちます。

主要なビジネス推進要因は次のとおりです。

• パフォーマンスの一貫性 – 継続的なテスト、プロンプトの検証、再トレーニングは、変化する条
件やデータセットにわたってエージェントが決定品質を維持するのに役立ちます。

• コスト最適化 – テレメトリ駆動型プロファイリングは、非効率的なツール、高トークンプロンプ
ト、または不要な実行を識別します。その後、 を調整して運用コストを削減できます。

• イテレーションの高速化 – CI/CD によるライフサイクル自動化は開発サイクルを加速し、チーム
が自信を持ってエージェントを実験、デプロイ、改善するのに役立ちます。

• リスク軽減 — 迅速なバージョニング、ロールバックサポート、構造化された評価メカニズムは、
リグレッションを防ぎ、安全で信頼性の高い変更管理をサポートします。

ユースケースの例には次の内容が含まれます。

• カスタマーサポートエージェントは、レイテンシー、モデルコスト、ユーザーフィードバックにつ
いてモニタリングされます。オブザーバビリティはコストの急増を明らかにし、埋め込みプロンプ
トとフォールバックモデルロジックの再調整を促します。

• 契約要約エージェントは、リーガルチームからのフィードバックに基づいて更新されます。バー
ジョン管理されたプロンプトは、本番リリース前にサンドボックス環境でテストされ、安全性と品
質をサポートします。

ビジネス価値 16
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構造化されたライフサイクル管理により、組織は事後対応型メンテナンスからプロアクティブで継続
的な改善に移行します。エージェントは、ビジネス目標に対して測定、改良、再検証される適応型デ
ジタルアセットになります。この手法は、エージェントエコシステムを高性能でコスト意識が高く、
回復力のあるシステムに変換し、変化に遅れることなく永続的な価値を提供します。

重点領域 6: エージェントモデルをビジネスモデルと整合させる

実行するジョブ: 「継続的な投資を正当化できるように、影響を表示します」。

技術的に能力のあるエージェントでも、ビジネス成果に結びついていない場合は責任が発生します。
エージェントは、効率、収益化、または戦略的差別化を提供する必要があります。しかし、ほとんど
の企業は、エージェントが価格、パッケージング、または使用モデルにどのように適合するかを定義
するのに苦労しています。ビジネス価値に明確な整合性がなければ、スケーリングを正当化したり、
投資を維持したりすることさえ困難です。

方針

製品管理プラクティスを採用します。エージェントを収益化可能なサービスとして測定可能な ROI 
で扱います。決定、セッション、または結果に基づいて料金戦略を定義します。次に、エージェン
ト機能を顧客セグメントまたは内部ビジネスユニットに合わせた階層型サービスにパッケージ化しま
す。

持続可能性を促進するには、組織はエージェントのデプロイを通じて直接的な価値と成長の両方の乗
数をキャプチャする必要があります。次の ROI メトリクスを使用して即時値を測定することを検討
してください。

• 決定あたりのコスト – エージェントの処理コストを人間の同等物とベンチマークします。

• 時間圧縮 – 販売や承認の迅速化など、加速サイクルの価値を定量化します。

• エラー削減 – 精度、一貫性、コンプライアンスの向上によるコスト削減を測定します。

これらの差し迫った利益を超えて、エージェントは次の長期的な成長機会を解き放つことができま
す。

• 機能スタッキング – エージェントサービスを組み合わせて、ドメイン固有の垂直的ソリューショ
ンを作成します。

• ネットワーク効果 – 調整複合が機能するマルチエージェントエコシステムを通じて価値を高めま
す。

ビジネスの連携 17
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• 市場拡張 – 外部で使用可能なエージェント対応サービスを通じて新しい収益ストリームを生成し
ます。

ビジネスメトリクス (コスト削減、コンバージョンリフト、time-to-resolution) からフィードバック
ループを作成し、エージェントの継続的な進化を促進します。使用状況テレメトリとユーザー満足度
スコアを分析して、価値の整合性とロードマップの優先順位を絞り込みます。エージェント機能をビ
ジネスモデルに直接リンクすることで、組織は技術的成果だけでなく、持続可能で複合的な価値を捉
えることができます。

以下は、堅牢な追跡および収益化フレームワークを提供することで、この調整 AWS のサービス を
サポートします。

• AWS Cost Explorer と Amazon CloudWatch は、エージェントあたりのコストと運用効率に関する
インサイトを提供します。

• Amazon API Gateway は、エージェントエンドポイントの従量制アクセス、レート制限、階層化
料金を有効にします。

• AWS Marketplace は、エージェントとエージェントソリューションを商用製品として公開するた
めのチャネルを提供します。

これらのサービスは、エージェントの機能を、企業の成長と収益化戦略に沿ったスケーラブルで価値
主導型のデジタルサービスに変換するのに役立ちます。
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エージェント AI のソフトウェア配信の進化
最新のソフトウェア配信は、出荷するシステムを制御するという単純な前提によって形成されていま
す。要件の定義、ロジックの記述、期待される成果に対するテスト、予測可能なサービスのデプロイ
を行います。アジャイルアプローチや DevOps アプローチでも、各スプリントが決定論的、検証可
能、主に人間による監視の範囲内で何かを提供するという原則に依拠しています。

エージェント AI はその基盤をアップグレードします。エージェントシステムは、スクリプトに従う
のではなく、解釈、理由、適応します。動作は、記述するコード、操作するコンテキスト、入力、ア
クセスできるツール、割り当てられた目標によって異なります。つまり、注文に従わず、結果を追求
します。

これにより、配信は制御についてより少なくなり、調整についてより多くなります。指示を提供する
のではなく、その動作を具体化する必要があります。つまり、従来のソフトウェア開発ライフサイク
ル (SDLC) はロジックベースのヒューマンコントロールシステム向けに設計されているため、適合し
なくなりました。

このセクションは、以下のトピックで構成されます。

• エージェント AI のインテントゾーン

• エージェント AI の配信ライフサイクルの進化

• エージェント AI のためのチームの準備

エージェント AI のインテントゾーン

定義、構築、テスト、リリースなどのハードステージの代わりに、自律性、不確実性、出現を受け入
れるモデルが必要です。代わりに、インテントゾーンを使用します。インテントゾーンは、エージェ
ントが制約内で自律的に操作できる境界領域を定義します。目標は、すべてのタスクのマイクロ管
理から、エージェントが安全に行動、学習、コラボレーションできる環境の設計に移行することで
す。何 (望ましい結果）、理由 (インテント）、ガードレール (制約、ポリシー、信頼境界) を指定し
ます。これらの境界とこの情報を考慮すると、エージェントはその方法を特定します。

アセンブリラインの代わりに、環境を空域と考えてください。誰が入力できるのか、何ができるの
か、どこへ向かうのかを自分で制御できます。ただし、内部に入ると、必要に応じて自由に移動でき
ます。このようにエージェントシステムはカオスなしでスケールします。

これは単なる哲学的なシフトではなく、実用的なシフトです。エージェントベースのシステムの非決
定的な出力は、ユニットテストでは完全にテストできません。静的バイナリのようにバージョニング

インテントゾーン 19
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することはできません。エージェントは時間の経過とともに変化し、新しいデータに適応し、予測不
可能な方法で他のシステムとやり取りします。従来のモデルを使用して配信しようとすると、脆弱で
スケーラブルでないアーキテクチャになります。最悪の場合、実際には管理できないシステムに対す
る誤った信頼につながります。

チームがインテントベースのデリバリーを採用すると、次の 2 つの利点があります。

• 最も重要な場所を制御する – 出力ではなく境界を定義します。

• 委任によるスケーラビリティ – エージェントが人間がハードコードできない複雑さに対応できる
ようにします。

これは、分離されたプロトタイプから、価値を反復的かつ確実に提供できる実稼働グレードのエー
ジェントシステムに移行する方法です。

エージェント AI の配信ライフサイクルの進化

インテリジェントでアダプティブな動作をサポートするには、SDLC を決定論的制御からアダプティ
ブインテントに再構成する必要があります。エージェント AI の従来の SDLC を進化させるために必
要な変更を次に示します。

• 計画はインテント設計になります。チームは、目標、制約、予想されるエージェントの行動を定義
します。ポリシーと成功基準は、ロジックではなく整合性の観点からフレーム化されます。

• アーキテクチャが足場になります。チームは、すべての決定パスをスクリプト化するのではなく、
ロール、インターフェイス、ガードレール、フォールバックメカニズム、オブザーバビリティの定
義に焦点を当てます。

• テストは動作評価になります。チームは、特定の出力をアサートするのではなく、エージェントが
許容範囲内に留まるかどうかを検証し、さまざまな入力でインテントを達成します。

• デプロイは継続的なオーケストレーションになります。エージェントシステムは、リアルタイム調
整を可能にするランタイムコントロール、ライブモニタリング、フィードバックチャネルを使用し
てデプロイされます。

• 反復はフィードバックと適応になります。従来のコード変更パッチサイクルの代わりに、チーム
はエージェントの進化、成功場所、ドリフトを観察します。必要に応じて、チームは更新された制
約、再トレーニング、コントロールメカニズムの追加または変更に介入します。

反復、実験、迅速なフィードバックに焦点を当てた既存のプラクティスは、その途中にあります。
エージェントシステムへの移行は、アジャイルの原則を拒否するものではありません。実際、これ
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は自然に進化したものです。アジャイル思考は、厳格な計画よりも適応性、フィードバック、作業ソ
リューションを重視します。これは、リアルタイムでコンテキストを学習、適応、応答するエージェ
ントシステムの性質と完全に一致します。すでに短いサイクルを実行し、前提を迅速に検証し、継続
的なデリバリーを通じて不確実性を管理している場合は、この移行を主導する準備が整います。

ただし、主な違いがあります。従来のアジャイルアプローチでは、配信されるモノが決定論的であ
ることを前提としています。構築されると、モノは一貫して予測どおりに動作し、同じ入力に対して
繰り返し可能な結果が得られることを前提としています。この再現性は、デバッグ、テスト、反復を
自信を持って行うのに役立ちます。エージェントシステムは、そのモデルを破壊します。確率的であ
り、コンテキストに敏感で、独立して進化できます。つまり、ストーリーの完了に基づく速度追跡、
厳格な承認基準、決定論的なスプリント計画など、一部のアジャイルプラクティスはあまり役に立た
なくなります。

従来の SDLC の以下の側面がエージェント AI に適用されます。

• 反復開発と配信

• プライマリシグナルとしてのお客様のフィードバック

• 部門間のコラボレーション

• 継続的な統合とデプロイ

エージェント AI では、従来の SDLC の以下の側面を進化させる必要があります。

• インテントに合わせて再定義します。 エージェントの動作が、定義された制約内で意図した目標
を満たしているかどうかに焦点を当てます。

• 許容基準から動作ガードレールへの移行。

• 継続的な学習と信頼をサポートするオブザーバビリティ、説明可能性、フィードバックメカニズム
を含むランタイムの準備状況を含めるように、完了の定義を拡張します。

• 事前計画よりもリアルタイムのフィードバックループと動作追跡を優先する

良いニュースは、SDLC プレイブックを捨てる必要がないことです。コードの管理から行動の形成ま
で進化させるだけで済みます。エージェントシステムでは、成功とはソフトウェアが実行されるかど
うかだけでなく、その動作に関するものです。
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エージェント AI のためのチームの準備

ソフトウェアエンジニアリングは廃止されません。進化しています。ジョブは、関数の記述から、イ
ンテリジェントな動作のためのフレームワークと制御メカニズムの形成に移行します。エージェント 
AI の世界では、構築はもはやハードな部分ではなく、出現の管理です。ほとんどのエンジニアリン
グチームにとって、進化は技術的な飛躍ではなく考え方の変化のように感じられます。「システムは
何をしますか？」と尋ねる代わりに 質問は「何を追求する権限を与えたか」になり、それが進行中
かどうかはどのようにわかりますか？」になります。

エンジニアリングチームの場合、エージェント AI への移行には以下の変更が必要です。

• 文化的シフト – チームは、完全には制御できないシステムの不確実性と自律性に慣れる必要があ
ります。

• 新しいロール – インテントデザイナー、動作テスター、オブザーバビリティエンジニアがデリバ
リーの中核となります。

• 共有言語 – チームは、これまで仕様やテストケースが必要だったのと同様に、目標、ガードレー
ル、成功シグナルを明確に共有する必要があります。

生成 AI が成熟するにつれて、より多くのエージェントシステムが顧客、製品、オペレーションとや
り取りするようになります。成功した組織は、最適なモデルを持つ組織ではありません。これは、
エージェントを信頼、制御、速度で実際のワークフローに統合できるものです。つまり、デリバリー
モデルとエンジニアリングチームは一緒に進化する必要があります。インテントゾーンを使用する
と、抽象化できます。説明責任を放棄することなく、自律性を運用するのに役立ちます。また、チー
ム間で共有フレームワークを提供し、ハードコードできないシステムを管理するのに役立ちます。

エージェント AI のためのチームの準備の詳細については、このガイドの「大規模なエージェント AI 
のためのビジネスの準備」セクションを参照してください。
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エージェント AI の大規模なビジネスの準備

このガイドで説明されている重点領域が収束すると、エージェント AI は分離された関数から、機
能プラットフォームとして理解できる統合インテリジェンスレイヤーに移行します。このプラット
フォームはタスクを実行するだけではありません。ドメイン間で進化、適応、調整を行います。エー
ジェントは、イノベーションを加速し、認知負荷を軽減し、企業全体で測定可能な成果を促進するモ
ジュール型、再利用可能な、発見可能なサービスになります。このプラットフォームビューは、運用
モデル全体に埋め込まれたスケーラブルなインテリジェンスのステージを設定します。

エージェント AI の運用には、インテリジェントエージェントのデプロイ以上のものが必要です。こ
れには、企業がチームを編成し、プロセスを設計し、テクノロジーを管理する方法の根本的な変革が
必要です。クラウドまたは DevOps が運用モデルを再定義したのと同様に、エージェント AI は決定
の自動化、継続的な学習、自律的な調整の新しい時代を導入します。成功は、この新しい運用哲学に
関するシステム、人材、プロセスを調整することにかかっています。

このセクションは、以下のトピックで構成されます。

• チームおよび所有権モデルの連携

• 変更と組織の準備状況の管理

• 相互運用性とコラボレーションのためのアーキテクチャ

• エージェントファブリックへのガバナンスの構築

• 決定優先の運用マインドセットを採用する

• 目的とインテントを使用したスケーリング

チームおよび所有権モデルの連携

成熟に向けた最初のステップは、部門間の連携です。企業は、分散システムアーキテクト、ソフト
ウェアエンジニア、製品所有者、コンプライアンスリード、プラットフォームアーキテクトなどの 
AI/ML 実務者とドメインスペシャリストを含む AgentOps チームを確立する必要があります。これら
のチームは、設計とデプロイから再トレーニングとモニタリングまで、エージェントのライフサイク
ル全体を共同で所有します。

エージェントのプロビジョニングとリリースは、Infrastructure as Code や自動デプロイAWS 
CodePipelineに AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)や を使用するなど、クラウドネイティブ
のプラクティスに従う必要があります。この構造は、説明責任の共有を促進し、反復を加速しま
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す。DevOps が開発と運用を統合するのと同様に、AgentOps はインテリジェンスをガバナンスと実
行に接続します。

効果的にするために、これらのチームには共有言語も必要です。ビジネス関係者は、エージェントと
は何か、どのように運用するか、どのような成果をもたらすかを理解する必要があります。トレーニ
ングと内部有効化が不可欠です。エージェントをわかりやすくし、このメンタルモデルを日常的な会
話に組み込むことで、組織はより広範な参加とより整合性のあるイノベーションを引き出します。

を使用してエージェントの開発と統合を加速するために AWS のサービス、チームは Strands Agents 
SDK などのフレームワークを採用できます。これは、エージェントの足場、設定、パッケージン
グのための CLI ベースのツールを提供します。Strands Agents は、Amazon Bedrock、、Amazon 
EventBridgeAWS Lambda、、 AWS CDKなどのインフラストラクチャとシームレスに AWS 連携す
るように設計されています AWS CodePipeline。これにより、本番稼働用の標準を維持しながら、迅
速なプロトタイプ作成とデプロイが可能になります。

しかし、構造とツールだけでは不十分です。エージェント AI のスケーリングには、組織全体で導入
が根付くように、文化、教育、リーダーシップに関する慎重な準備が必要です。

変更と組織の準備状況の管理

エージェント AI を正常にスケーリングするには、インフラストラクチャやインテリジェントエー
ジェントをデプロイするだけではありません。組織変革には構造化されたアプローチが必要です。こ
れには、文化的準備状況、スキル開発、メトリクス主導のフィードバックループ、経営陣の連携が含
まれ、導入が意図的かつ持続可能であることを確認します。

文化の進化を促進する

• エージェントを置き換えではなくチームメイトとして配置して、抵抗を減らし、信頼を構築しま
す。

• エージェントの機能と制限について透過的にコミュニケーションをとり、現実的な期待を設定しま
す。

• エージェントが決定をより高い機関にエスカレーションしたり、プロセスの一部を共同作業者に委
任したりするタイミングについて、明確な引き渡しプロトコルを確立します。

スキル開発フレームワークを確立する

• エンジニア、製品マネージャー、ドメインリード、コンプライアンス責任者に合わせたロールベー
スのトレーニングを提供します。
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• センターオブエクセレンスを作成して、ベストプラクティス、ツールパターン、再利用可能なア
セットを共有します。

• 指導プログラムを通じて AI スペシャリストをドメインエキスパートとペアリングし、知識の
ギャップを埋めます。

メトリクスとフィードバックループを定義する

• 技術的およびビジネス上の KPIs戦略的価値にアンカーして、影響を評価します。価値の例として
は、決定レイテンシー、解決精度、コスト削減などがあります。

• ユーザーのフィードバックを体系的かつ継続的にキャプチャして、摩擦ポイントと導入の課題を明
らかにします。

• 定期的な遡及分析を実施して、エージェントのパフォーマンス、使用状況の傾向、改善の機会を評
価します。

リーダーシップを上から調整する

• エージェントイニシアチブを戦略的成果と ROI にリンクして、エグゼクティブスポンサーシップ
を取得します。

• 技術リーダーシップとビジネスリーダーシップの両方を含む部門横断的なガバナンス委員会を編成
します。

• コミュニケーション戦略を調整して、すべての組織レベルで明確さとエンゲージメントを実現しま
す。

変更管理に対するこの体系的なアプローチにより、テクノロジーの実装が組織の成熟度と一致するよ
うになります。これにより、信頼、導入、長期的なビジネス価値の基盤が構築されます。

相互運用性とコラボレーションのためのアーキテクチャ

分離されたエージェントのデプロイは、ローカルの勝ちを提供します。ただし、エージェントが互
いに動的に検出、呼び出し、コラボレーションできると、エンタープライズ価値が生まれます。つま
り、エージェントの登録、認証、機能交換の基準を定義します。アーキテクチャ上、これはモノリス
からマイクロサービスへのシフトを反映しています。マイクロサービスは、複雑な問題を一緒に解決
する、組み合わせ可能で再利用可能な疎結合ユニットです。

A2A や MCP などの新しいプロトコルは基盤となります。は、エージェント、ツール、メモリシステ
ム間のセマンティック相互運用性を有効にします。A2A はピアレベルのインタラクションをサポー
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トしているため、エージェントはタスクの所有権の交渉、コンテキストの共有、ワークフローの調整
を行うことができます。MCP は、エージェントとその環境間でコンテキストデータを交換するため
の共有スキーマを提供することで、これを補完します。関数の呼び出し方法、APIsへのアクセス方
法、状態の維持方法を標準化します。これらのプロトコルを組み合わせることで、エージェントエコ
システム全体の拡張性、一貫性、長期的な保守性が向上します。

ガバナンスは依然として重要です。アービターエージェントなどのコントロールレイヤーは、一元化
されたボトルネックを発生させることなく、ポリシー対応の委任を有効にします。これらのエージェ
ントは信頼ブローカーとして機能します。他のエージェントが自己組織化できるようにしながら、境
界を適用します。エージェントコラボレーションは、組織が俊敏性と信頼の両方でエージェント AI 
エコシステムをスケールするのに役立ちます。

エージェントファブリックへのガバナンスの構築

自律性が高いほど、リスクが高くなります。ガバナンスは、初日からエージェントアーキテクチャ
に埋め込む必要があります。これには、エージェントが実行できることの範囲を限定するポリシー
の境界の定義、エージェントが誰に代わって行動するかを決定するアイデンティティモデルの適
用、説明可能性とトレーサビリティの実装が含まれます。オブザーバビリティシステムは、Amazon 
CloudWatch や などのサービスを使用してエージェントの動作に関するテレメトリをキャプチャする
必要があります。これによりAWS X-Ray、エージェントワークフロー全体で一元的なログ記録と分
散トレースが可能になります。リフレクティブエージェントは、これらのテレメトリフィードに基づ
いてパフォーマンスを継続的に監査および評価できます。

エージェントエコシステムが成熟するにつれて、ガバナンスも進化する必要があります。エージェン
トの能力と自律性が高まるにつれて、監視メカニズムはより適応的になる必要があります。ポリシー
の更新、機能ゲート、ランタイム動作の制約は、動的で大規模に実施可能である必要があります。信
頼はボルトオン機能ではありません。アーキテクチャ、動作、プロセスを通じて継続的に強化されて
います。AWS Identity and Access Management (IAM) と AWS AppConfigは、安全な ID、ランタイ
ムアクセス許可の境界、および環境固有の動作の切り替えをエージェント間で強制する上で重要な役
割を果たします。

決定優先の運用マインドセットを採用する

従来の自動化では、事前定義されたスクリプトやワークフローをより迅速かつ確実に実行するプロセ
ス効率に焦点を当てています。これとは対照的に、エージェント AI は決定優先の自動化を導入しま
す。エージェントはコンテキストを評価し、オプションを比較検討し、リアルタイムで動作を適応さ
せます。この実行優先の考え方から決定優先の考え方への移行には、成功のメトリクスと結果に関す
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る新しい考え方が必要です。タスクの完了によってのみ成功を測定するのではなく、エージェント 
AI の成功は、決定がインテント、ポリシー、進化する条件とどの程度一致しているかによって測定
されます。

組織は、タスクの完了やサイクル時間のみを測定するのではなく、決定の質、time-to-action、変化
への応答性を評価する必要があります。KPIsには、次のようなメトリクスを含める必要がありま
す。

• 決定品質 – エージェントは特定のユーザーまたはシナリオに対するレスポンスをどの程度パーソ
ナライズしましたか? ビジネス目標とユーザーコンテキストに沿った微妙な意思決定が行われまし
たか?

• Time-to-action – エージェントが状況を評価して対応したのは、どのくらい迅速かつインテリジェ
ントですか? レイテンシーは、アダプティブで人間らしく感じられるほど低くなりましたか?

• 認知オフロード – エージェントが人間に代わって処理できた手動分析、トリアージ、または日常
的な意思決定の量。労力を減らしたのか、それとも単にシフトしたのか。

意思決定優先の考え方を採用する企業は、回復力、適応力、および新しいレベルの複雑さで運用でき
るようになります。

目的とインテントを使用したスケーリング

エージェント AI のスケーリングを成功させることは、より多くのツールを試すことではありませ
ん。これは、エンタープライズインテリジェンスの耐久性のあるレイヤーを構築することです。これ
には、プラットフォームインフラストラクチャ、運用文化、ガバナンスフレームワーク、戦略的調整
への投資が必要です。企業は、意図的なアプローチを採用する必要があります。エージェントは、実
験としてではなく、デジタル運用モデルのコアコンポーネントとして扱う必要があります。

AWS Well-Architected フレームワークと連携することで、システムは信頼性、セキュリティ、パ
フォーマンス効率、コスト最適化に関するエンタープライズ基準を満たすことができます。Strands 
Agents SDK などのツールは、構造化されたプロンプト、ツール登録、CI/CD の準備を提供すること
で、このジャーニーを加速できます。これにより、チームは使い慣れた AWS ワークフローを使用し
て実験からスケーラブルなデリバリーに移行できます。

エージェント AI はツールではなく、インテリジェンスをオペレーションに埋め込む方法の変化で
す。それに応じて準備する組織は、ますます複雑化する世界で、より多くの自動化、よりスマートな
運用、より迅速な適応、永続的な利点を生み出すことができます。
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エージェント AI の運用に関する結論

エージェント AI は単なる技術シフトではありません。これは、エンタープライズ向けの新しいオペ
レーティングシステムの出現を示しています。この変革を受け入れる組織は、自動化のユースケース
を絞り込み、運用の基盤にインテリジェンスを構築します。このシフトでは、意思決定方法、システ
ムの適応方法、大規模な成果の実現方法を再設計します。

複雑さの増大、リアルタイムの需要、情報過負荷によって定義される時代に、スクリプト化された
オートメーションの従来のモデルは制限に達しました。成功は、認識、理由、行動、進化するシステ
ムを構築するために、インテリジェンスをワークフローに直接埋め込む能力にかかっています。エー
ジェント AI は、自律性を目的に、意思決定をガバナンスに、適応性を説明責任に合わせることがで
きます。

この移行には、実行優先から決定優先への移行が必要です。エージェントシステムは、単に指示に従
うわけではありません。これらは、定義された制約内で目標の解釈、トレードオフの重み付け、結果
の追及を行います。このコンテキストでは、タスクの完了だけでなく、成功も測定されます。また、
リアルタイムで行われた決定の品質、俊敏性、説明可能性によっても測定されます。組織は、不確
実性の下でインテリジェントに運用するエージェントをサポートするために、メトリクス、インセン
ティブ、システム設計を再検討する必要があります。

エージェント AI の運用は、plug-and-playアップグレードではありません。これは、アーキテクチャ
と文化の変換です。これには、ライフサイクル管理、信頼の適用、相互運用性、ビジネスモデルと
の整合性に関する統制のとれたプラクティスが必要です。また、インテントゾーンの形成、ランタイ
ムガードレールの埋め込み、エージェントの行動と戦略的成果の継続的な調整など、配信モデルの進
化も求められます。チームは、エージェントのパフォーマンスと安全性に関する共有言語、共有所有
権、共有説明責任を採用する必要があります。

エンタープライズの準備状況は、この新しい環境で誰が対処するかを決定できます。組織は、長期的
な価値をスケールして創出する内部有効化、AgentOps 機能、ガバナンスフレームワークに投資する
必要があります。成功したユーザーは、よりスマートなシステムを構築できます。また、より適応力
があり、回復力があり、インサイト主導型のビジネスを構築することもできます。

このガイドでは、基盤を構築します。戦略を実行に接続し、組織がインテリジェントエージェントの
スケーラブルなプラットフォームを構築する準備をします。のエージェント AI に関するより広範な
コンテンツシリーズは、補完的なガイダンス AWS を提供します。このシリーズの他のガイドを表示
するには、 AWS 「 規範ガイダンス」ウェブサイトの「エージェント AI」を参照してください。こ
のコンテンツシリーズは、規律と意図を持って自律性を運用するためのロードマップを提供します。
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開始するには、エージェントが速度、精度、または応答性において測定可能な改善を提供できる影
響の大きい決定領域を特定します。次に、計測、ガバナンス、フィードバックループを持つ集中パイ
ロットエージェントをデプロイします。これを使用して、値仮説を検証し、内部勢いを生成し、アプ
ローチで信頼を構築します。学習によるモメンタムコンパウンド。

エージェント AI は送信先ではなく、ビジネスとともに進化する機能レイヤーです。これは、インフ
ラストラクチャとしてのインテリジェンスへの長期的な移行を表します。この領域を主導する組織
は、より多くの自動化、より迅速な対応、より適切な適応、エンタープライズ規模で複雑さをナビ
ゲートできる運用モデルの構築を行うことができます。
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エージェント AI を運用するためのリソース

AWS のサービス

以下の AWS のサービス および 機能は、 でエージェント AI システムを構築および運用するのに役
立ちます AWS クラウド。

• Amazon API Gateway は、エージェントの機能をスケーラブルなものとして公開し、使用量ベー
スの料金を提供します。

• AWS AppConfig は、テナントまたは環境全体でエージェントのランタイム設定管理と機能の切り
替えを提供します。

• Amazon Bedrock は、エージェントが推論、生成、プロンプト実行に使用できる基盤モデルサービ
スです。

• AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) は、エージェントスタックのデプロイと管理に使用でき
るコードとしてのインフラストラクチャサービスです。

• AWS CloudTrail はイベント履歴を記録し、エージェントのアクティビティ、監査証跡、統合動作
を追跡できるようにします。

• Amazon CloudWatch は、エージェントのパフォーマンスとマルチエージェントコラボレーション
の動作をモニタリングするためのログ、メトリクス、アラームを管理できます。

• AWS CodePipeline には、エージェントコードをテスト、検証、デプロイするために使用できる 
CI/CD オートメーションが用意されています。

• Amazon Cognito は、マルチエージェントシステムのユーザーおよびテナント認証を管理するため
に使用できる ID サービスです。

• AWS Config は、エージェントポリシーと環境設定のコンプライアンスとドリフト検出を提供しま
す。

• AWS Cost Explorer はエージェントレベルの使用状況を追跡し、コストを調整して ROI を最大化
できます。

• Amazon DynamoDB は、エージェントメモリ、改善ログ、コンテキスト状態に使用できるスト
レージサービスです。

• Amazon Elastic File System (Amazon EFS) は、ワークフロー間のエージェントのコラボレーショ
ンや中間処理に使用できる共有ファイルシステムです。

• Amazon EventBridge は、タスクをルーティングし、エージェントファブリックで通信をオーケス
トレーションするために使用できるコアイベントバスです。
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• Amazon EventBridge Pipes は、エージェントとサービスを接続するためのイベントの取り込みと
ルーティングを合理化できます。

• Amazon GuardDuty は、安全なエージェント実行をサポートできる脅威検出と異常モニタリング
を提供します。

• AWS Identity and Access Management (IAM) は、エージェントの実行とデータアクセスのための
きめ細かなアクセス許可を定義するのに役立ちます。

• AWS Lambda は、エージェントロジックとスワームドローンを実行できるステートレスコン
ピューティングサービスです。

• AWS Marketplace は、エージェント機能を商用製品として提供するために使用できる外部ディス
トリビューションプラットフォームです。

• AWS Organizations は、マルチテナントエージェントインフラストラクチャの管理に役立つクロス
アカウントガバナンスおよびポリシー適用サービスです。

• AWS Organizations サービスコントロールポリシーは、アカウントまたは組織単位レベルでアクセ
ス許可を制御するためのガードレールとして機能します。

• Amazon Quick は、データの分析、視覚化の作成、ワークフローの自動化、組織全体の他のユー
ザーとのコラボレーションに役立つ生成 AI を活用したビジネスインテリジェンス (BI) プラット
フォームです。

• AWS Resource Access Manager (AWS RAM) は、アカウントとエージェントサービス間で機能を
共有するのに役立ちます。

• Amazon SageMaker AI は、基礎モデル以外のモデルトレーニング、ファインチューニング、推論
に使用できるサービスです。

• Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) は、プロンプトライブラリ、モデルアーティファク
ト、およびエージェント生成データ用のオブジェクトストレージを提供します。

• AWS Step Functions は、マルチエージェントフローの調整とパイプラインの再トレーニングに役
立つワークフローエンジンです。

• AWS X-Ray には、エージェントの決定フローとサービスの依存関係を追跡するために使用できる
分散トレースが用意されています。

その他の AWS リソース

• でのエージェント AI の基礎 AWS

• でのエージェント AI のパターンとワークフロー AWS

• でのエージェント AI フレームワーク、プロトコル、ツール AWS
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• でのエージェント AI 用のサーバーレスアーキテクチャの構築 AWS

• でのエージェント AI 用のマルチテナントアーキテクチャの構築 AWS
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2025 年 8 月 12 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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